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研究経緯

• テレビを見ていた時に日本でも貧困が起きていることを知り、
興味を持ったため

• ボランティアの経験からより貧困について興味を持ったため



研究目標

経済格差による教育格差を減らす



研究内容

• 日本の相対的貧困の歴史

• 子どもの貧困の現状

• コロナ禍での影響

• 先進国の中での日本の立ち位置

• 日本の子どもの貧困の教育格差

• 中卒率との相関性



相対的貧困とは

その国の中で等価可処分所得(世帯の可処分所得を世
帯人員の平方根で割って調整した所得)の中央値の半
分に満たない世帯のこと

子どもの貧困とは

相対的貧困にある18歳未満のこどもの存在及び
生活状況



貧困の歴史
バブル崩壊

2006年7月 OECDが対日経済審査報告書を公布

2009年 はじめて相対的貧困率の発表

2012年 最高値16.3％を記録



貧困の現状

• OECD加盟国の中で最悪の水準

• 1980年から上昇傾向

• 7人に1人の子どもが貧困状態

• 貧困による影響＝40兆円の損失

•教育格差問題



貧困による教育格差

〈2006年時点での国公立大学への進学率〉

400万円以下の所得層 9.1％ 1000万円以上の所得層 11.9％

〈2012年時点での国公立大学への進学率〉

所得高いほうが進学率が高い傾向が高まる

400万円以下所得層 7.4％ 1050万円以上所得層 20.4％

bec)リーマンショック(2008年9月)





出典：総務省「就業構造基本調査」(2009年)より
内閣府子供の貧困対策推進室にて作成



コロナ禍での影響

• 貧困者たちの生活水準は低下

• 長期休暇間に貧困者と非貧困者の中でさらなる教育格差拡大

• 大学受験にも格差

出典：内閣府



県別の高校進学率

ベスト3

1位 新潟県 99.4％

岩手県 99.4％

3位 山形県 99.3％

ワースト3

1位 沖縄県 95.5％

2位 佐賀県 97.5％

香川県 97.5％

福岡県 97.5％



県別の大学進学率

ベスト3

1位 京都府 67.8％

2位 東京都 66.6％

3位 兵庫県 62.5％

ワースト3

1位 沖縄県 40.8％

2位 鹿児島県 43.5％

3位 佐賀県 43.6％



中卒率と県民所得の相関性(相関係数)
平成21年度(0.204812) 平成22年度(0.206673) 平成23年度(0.164114)

平成24年度(-0.03024) 平成25年度(0.110232056)
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中卒率と県民所得の相関性(相関係数)
平成26年度(0.04670462) 平成27年度(-0.101261318)

                             

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

         

          

                        

平成28年度

平成29年度(-0.15919) 平成30年度(-0.09686)
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中卒率と学校数の相関性(相関係数)
平成21年度(0.163789) 平成22年(0.170193) 平成23年度(-0.36038)

平成24年度(-0.2084) 平成25年度(0.034072535)
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中卒率と学校数の相関性(相関係数)
平成26年度(-0.083461825) 平成27年度(-0.10476205)

                        

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

               

         

                      

平成28年度

平成29年度(0.042221) 平成30年度(-0.08838)
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中卒率と教員数の相関性(相関係数)
平成21年度(0.258307) 平成22年度(0.258746) 平成23年度(-0.36834)

平成24年度(-0.2312) 平成25年度(0.073576043)
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中卒率と教員数の相関性(相関係数)
平成26年度(-0.052146645) 平成27年度(-0.080980294)

                  

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

              

         

                      

平成28年度

平成29年度(0.096359) 平成30年度(-0.06551)
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中卒率と相関性から考えられること

中卒率との相関性 相関性○×

県民所得 ×

学校数 ×

教員数 ×



まとめ

• 日本でも子供の貧困が7人に1人おきており、身近な問題である
ことがわかった

• リーマンショックが原因と考えられる経済格差から教育格差の
拡大が発生したことがわかった

• 今回の研究では、地域ごとの中卒率と県民所得、中卒率と教員
数、中卒率と学校数に着目し相関性がみつけられなかった

• 今後の研究では、広い目でみた中卒率との上記の相関性や、高
卒率に焦点をあてさらにこどもの貧困について研究を深めたい
と考える
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